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創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
二
十
年
史
部
会
編



編
集
理
念
　
　
「
東
高
ら
し
さ
を
　
東
高
ら
し
く
つ
く
る
」

特
　
　
色
　
　
•
部
活
動
編
並
び
に
資
料
編
の
充
実
、
新
設

　
　
　
　
　
　
•
同
窓
会
他
外
郭
団
体
に
関
し
て
新
た
に
詳
述

　
　
　
　
　
　
•
年
表
編
登
載
事
項
の
精
度
確
保
に
時
間
投
入

　
　
　
　
　
　
•
定
時
制
閉
課
程
を
記
念
碑
的
に
記
述

　
　
　
　
　
　
•
同
窓
生
が
強
固
な
結
束
の
も
と
執
筆
・
監
修

本
書
の
特
色

完成見本

•
令
和
三
年
十
月
　
発
刊
予
定

•
Ｂ
５
判
　
約
六
〇
〇
ペ
ー
ジ

•
表
紙
布
張
り
（
色
　
古
紫
）　
函
入

•
定
価
　
五
、〇
〇
〇
円

　
　
た
だ
し
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
は
無
料
進
呈

　
　
し
ま
す
。

　
　
　
一
、
協
賛
広
告
に
申
し
込
み
さ
れ
た
方

　
　
　
二
、
令
和
二
年
・
三
年
（
八
月
末
ま
で
に
納
入
）
二
年
分

　
　
　
　
　
の
同
窓
会
年
会
費
を
納
入
さ
れ
た
方

◆
予
約
は
令
和
三
年
七
月
発
行
の
同
窓
会
報
に
同
封
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
香
陵
同
窓
会
】
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グ
ラ
ビ
ア
　
　
写
真
に
よ
り
二
〇
年
間
を
振
り
返
る
。

第
一
編
　
経
年
史
　
　
平
成
一
三
年
か
ら
令
和
二
年
ま
で
の
二
〇
年

　
　
間
に
つ
い
て
、
編
年
体
で
各
年
度
毎
に
記
述
。

　
　
概
　
　
　
　
観
　
百
周
年
以
後
の
二
〇
年
間
を
通
し
た
沼
東
高
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
活
動
を
概
観

　
　
平
成
一
三
年
度
　「
矢
羽
根
が
運
ぶ
百
年
の
煌
め
き
」

　
　
平
成
一
八
年
度
　「
筆
履
修
科
目
の
未
履
修
問
題
」

　
　
平
成
二
三
年
度
　「
服
装
に
関
す
る
規
定
改
正
」

　
　
平
成
二
八
年
度
　「
海
浜
教
室
・
高
原
教
室
の
六
〇
年
」

　
　
令
和
　
二
年
度
　「
執
筆
中
」

第
二
編
　
定
時
制
　
　
平
成
二
二
年
度
に
閉
課
程
と
な
っ
た
沼
東
高

　
　
定
時
制
の
一
〇
年
間
を
概
観
。
夜
間
定
時
制
生
徒
と
教
師
、
振
興

　
　
会
（
後
援
会
）
が
織
り
な
す
歓
び
や
苦
し
み
を
記
述
。

第
三
編
　
部
活
動
　
　
執
筆
者
は
、
各
部
Ｏ
Ｂ
会
、
卒
業
生
元
部
員
、

　
　
元
・
現
顧
問
教
員
。
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
を
含
め
、
部
員

　
　
の
活
躍
や
指
導
の
様
子
、Ｏ
Ｂ
会
の
支
援
な
ど
を
記
述
。

（
運
動
部
）
陸
上
競
技
／
野
球
／
ボ
ー
ト
／
ホ
ッ
ケ
ー
／
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
／
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
テ
ニ
ス
／
卓
球
／
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
／
水
泳
／
柔
道
／
サ
ッ
カ
ー
／
山
岳
／
剣
道
／
空
手
道

（
文
化
部
）
放
送
／
文
藝
／
物
理
／
美
術
／
生
物
／
新
聞
／
書
道

／
競
技
カ
ル
タ
／
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
／
棋
道
／
化
学
／
音

楽
／
Ｅ
Ｂ
Ｓ

（
同
好
会
）
現
代
視
覚
文
化
研
究
会
／
家
庭
科
同
好
会
／
演
劇
同

好
会

第
四
編
　
香
陵
同
窓
会
と
外
郭
団
体

香
陵
同
窓
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
振
学
対
策
委
員
会
、
奨
学
会
な
ど
沼
東

高
を
支
え
る
外
郭
四
団
体
の
二
〇
年
の
歩
み
を
中
心
に
記
述
。

第
五
編
　
資
料
　
　
生
徒
数
、
自
治
会
綱
領
、
土
肥
海
岸
概
念
図
、

　
　
志
賀
高
原
概
念
図
及
び
登
山
ル
ー
ト
、
振
対
主
催
秋
季
講
演
会
等
。

年
表
編
　
　
平
成
一
三
年
〜
令
和
二
年
ま
で
の
学
校
内
外
行
事
日
程
、

　
　
部
活
動
大
会
日
程
・
一
定
基
準
以
上
の
成
績
に
つ
い
て
、
網
羅
。

目
　
　
次

刊
行
の
こ
と
ば

（
抜
粋
）

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
　 

木
村
　
博
彦

沼
津
東
高
等
学
校
の
百
二
十
年
史
は
、

先
輩
方
が
編
纂
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
百
年

史
か
ら
の
連
な
り
に
な
り
ま
す
。

本
書
は
母
校
創
立
百
二
十
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
百
年
史
の
続
編
と
し
て
、
母

校
よ
り
資
料
を
提
供
し
て
頂
き
、
百
二
十

年
史
部
会
が
編
集
し
た
、
百
一
年
よ
り
百

二
十
年
ま
で
の
東
高
の
歩
み
を
書
き
記
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
二
〇
年
間
は
情
報
化
技
術
が
急
速

に
進
展
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

世
界
に
根
付
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
勢

下
で
、
現
在
は
民
主
主
義
の
真
価
が
問
わ

れ
、
人
口
問
題
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
類
文
明
は
大
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
教
育
の
在
り
方
も
変
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
変
化
す
る
も
の
と
し
な
い
も

の
を
見
極
め
、
不
易
流
行
の
理
念
で
新
た

な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

よ
う
な
社
会
と
教
育
環
境
の
中
で
、
母
校

が
如
何
に
努
力
し
社
会
に
貢
献
し
た
か
の

足
跡
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
蓄
積
の
上
に
現
在
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
足
跡
を
こ
の
百
二
十
年
史
で
振

り
返
り
、
力
強
く
前
進
す
る
た
め
の
心
の

糧
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。こ

の
百
二
十
年
史
は
限
定
出
版
と
な
り

ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
、
ご
予
約
の
上
お

求
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。


